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株主の皆様へ

代表取締役社長　山田　昌太郎

ハイライト

　平素は格別のご支援を賜り厚くお礼申しあげます。
　ここに、当社グループ第97期第２四半期連結累計期間（2021年４
月１日から2021年９月30日まで）の事業の概況をご報告申しあげます。
　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援を賜りますよ
う心よりお願い申しあげます。

企業理念
堅実で公正な企業活動を通じて、
　　　お客様のニーズ、社員の喜び、株主の期待、
　　　　　　　　　　産業と社会の発展に誠実に取り組む

（百万円） （％）

■売上高（連結）

中間 通期

（中間）

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

0
10
20
30
40
50
60
70
80

第96期第94期 第95期 第96期第94期

50.949.8 50.0 51.1

第95期第97期 第9７期

11,000
（予想）11,063 10,752 10,102

4,7295,3455,701 5,721
4,7295,3455,701 5,721

■海外売上高構成比率（連結）



（％）

■売上高営業利益率■自己資本比率
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■配当金の推移 ■株価の推移
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株式情報

中間報告セグメント別売上高構成比（連結）

タイ
118百万円
2.1%

日本
2,990百万円
52.3%

米国
1,755百万円
30.7%

中国
309百万円
5.4%

オランダ
547百万円
9.6%

中間部門別売上高構成比（連結）

その他部門
677百万円
11.8％

インダストリアル部門
3,363百万円
58.8％

オートモティブ部門
1,680百万円
29.4％



 カーメンテナンス機器
　カーメンテナンス機器の主要製品は、
潤滑給油機器、タイヤサービス機器、及
びフロンガス交換機などです。主な市場
は、自動車・建設機械などの車両整備工
場やカーショップ、ガソリンスタンドな
どです。

 ポンプ機器
　ポンプ機器の主要製品は、各種産業分
野におけるオイル・グリースをはじめ、
塗料・接着剤・インキ・化学薬品などの
流体を圧送するエア駆動式のレシプロポ
ンプ・ダイアフラムポンプなどです。

 作業環境改善機器
　作業環境改善機器の主要製品は、自動
車の排気ガス排出システム、溶接時に発
生するヒュームを回収する局所集塵シス
テムなどです。

製品群紹介

☞ Pick Up!

YAMADA CORPORATION

もっと快適な環境で作業をしたい。

ヤマダの商品開発はこのような使う人の声から始まります。

そこに、ポンプの技術を知り尽くしたYAMADAの経験を加え、仕様・機能・

デザインにこだわって形にしています。

ヤマダのフッ素樹脂製ダイアフラムポンプＦシリーズは、より快適な作業 

環境を作る為に提案する製品群です。

このFシリーズは、ダイアフラムをはじめポンプの接液部にはすべてフッ素

樹脂（ＰＴＦＥ、ＰＦＡ）を使用し、すぐれた耐久性をもっています。

稼働部のダイアフラムは、単素材のソリッドタイプで、うすいフィルム状の

ものやゴム材質にコーティングしたものと異なり、耐久性が高く品質も安定

しています。

非接液部のセンターロッドには、ジャケットＯリング（ドライエアに強い 

特殊シール）及び耐油性の高いフッ素ゴムのリップシールを標準採用し、 

エア切換部はオイルレス仕様のため、オイル漏れによる汚染の心配はありません。

また、フッ素樹脂は金属を腐食させてしまう酸やアルカリに強く、 

主に半導体工場や化学薬品工場でご使用して頂いております。

Pick
Up!



https://www.yamadacorp.co.jp/
当社のHPでは、株主・投資家の皆様へ適時開示情報・決算短信、業績データ等をご
提供しております。

アメリカ オランダ
中国

タイ

YAMADA AMERICA,INC. YAMADA EUROPE B.V.

YAMADA THAILAND Co.,Ltd.

当社ホームページのご紹介

検索ヤマダコーポレーション

1939年12月20日
600,000,000円
⑴	‌ �空圧式、油圧式、電気駆動、その他の各種ポンプ及びこ

れらの関連機器類の製造、販売
⑵	‌ �気体、流体、粉体、粒体等の汲み出し、圧送、噴霧、吸

引用各種ポンプ及びこれらの関連機器類の製造、販売
⑶	‌ �計量器及び電気式計測機器の製造、販売
⑷	 各種洗浄機器の製造、販売
⑸	‌ �流体素子、流体式制御機器の製造、販売
⑹	‌ �自動車整備用機器及び排気・排煙浄化装置の製造、輸入

並びに販売
⑺	‌ �医療用機器の製造、輸入並びに販売
⑻	‌ �前各号に係わる機器類の据付、保守及び構築物の設計、

施工の請負
⑼	‌ �前各号に付帯又は関連する一切の業務及び投資

取 締 役
及 び
監 査 役

代 表 取 締 役 社 長
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
常 勤 監 査 役
監 査 役
監 査 役

山 　 田 　 昌 太 郎
村 瀬 博 樹
山 　 田 　 幸 太 郎
亀 山 慎 史
早 稲 本 　 和 　 徳
池 原 賢 二
猿 　 渡 　 良 太 郎
清 水 　 敏

（注）1． 取締役のうち早稲本和徳氏は社外取締役であります。
2． 監査役池原賢二、猿渡良太郎及び清水敏の３氏は社外監査役

であります。

本 社

工 場

製商品物流センター

営 業 所

子会社（国内）

子会社（海外）

東京都大田区南馬込一丁目１番３号

神奈川県相模原市中央区宮下一丁目２番38号

神奈川県相模原市緑区大山町４番７号 ロジポート橋本
106区画

札幌営業所、仙台営業所、東京営業所、名古屋営業所、
大阪営業所、広島営業所、福岡営業所

株式会社ヤマダプロダクツサービス
株式会社ヤマダメタルテック

ヤマダアメリカINC.
ヤマダヨーロッパB.V.
ヤマダ上海ポンプ貿易有限公司
ヤマダタイランドCo.,Ltd.

商 号
設 立
資 本 金
事 業 目 的

海外拠点

会社概要（2021年９月30日現在） 株主メモ

雅 (上海) 易有限公司

事業年度 毎年４月１日から翌年３月31日まで

定時株主総会 毎年６月下旬

基準日

定時株主総会 毎年３月31日

期末配当 毎年３月31日

中間配当 毎年９月30日

株主名簿管理人及び
特別口座の口座管理機関 三井住友信託銀行株式会社

株主名簿管理人
事務取扱場所

東京都千代田区丸の内一丁目４番１号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（郵送物送付先） 〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目８番４号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（電話照会先） 電話　0120-782-031（フリーダイヤル）
受付時間　9：00～17：00（土日休日を除く）

インターネット
ホームページＵＲＬ https://www.smtb.jp/personal/procedure/agency/

【株式に関する住所変更等のお手続きについてのご照会】
証券会社の口座をご利用の株主様は、三井住友信託銀行株式会社ではお手続きができませ
んので、取引証券会社へご照会ください。
証券会社の口座をご利用でない株主様は、上記電話照会先までご連絡ください。

公告の方法
電子公告(https://yamadacorp.co.jp)
ただし、やむを得ない事由によって、電子公告による公
告をすることができない場合には、日本経済新聞に掲載
して行います。

上場金融商品取引所 東京証券取引所

【住所変更、単元未満株式の買取等のお申出先について】
株主様の口座のある証券会社にお申出ください。
なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました株主様は、特別口座の口座管
理機関である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

【未払配当金の支払について】
株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

【特別口座について】
株券電子化前に「ほふり」（株式会社証券保管振替機構）を利用されていなかった株主様
には、株主名簿管理人である上記の三井住友信託銀行株式会社に口座（特別口座といいま
す。）を開設しております。
特別口座についてのご照会及び住所変更等のお届出は、上記の電話照会先にお願いいたし
ます。


